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新
入
生
を
迎
え
本
学
ホ
ー
ル
に

て
、
入
学
式
が
行
わ
れ
た
。
当
日
は

晴
天
に
恵
ま
れ
、
清
々
し
い
陽
光
と
、

白
く
照
ら
さ
れ
る
満
開
の
桜
が
、
希

望
に
燃
え
る
学
生
を
歓
迎
し
、
祝
福

し
た
。

開
式
後
、
奏
楽
者
に
よ
る
前
奏
、

出
席
者
全
員
に
よ
る
讃
美
歌
斉
唱
、

そ
し
て
小
西
学
院
宗
教
主
任
に
よ
る

聖
書
朗
読
と
祈
祷
が
行
わ
れ
た
。
ま

た
学
長
よ
り
新
入
生
に
向
け
式
辞
が

述
べ
ら
れ
た
。
式
辞
の
中
で
学
長
は
、

誰
に
も
負
け
な
い
「
語
学
力
」
を
身

に
つ
け
る
と
と
も
に
、「
人
間
力
」

を
鍛
え
よ
と
訴
え
た
。
特
に
「
自
分

自
身
を
よ
く
知
る
こ
と
、
自
分
に
隠

さ
れ
て
い
る
能
力
を
新
た
に
発
見
す

る
こ
と
」、
そ
し
て
「
何
事
に
も
挑

戦
し
て
み
る
勇
気
を
持
つ
こ
と
」
の

重
要
性
に
つ
い
て
語
っ
た
。
続
い
て

新
入
生
の
誓
い
の
こ
と
ば
を
大
学
新

入
生
代
表
の
本
山
さ
ん
、
短
期
大
学

新
入
生
代
表
の
伊
藤
さ
ん
が
述
べ
、

そ
れ
ぞ
れ
本
学
で
の
学
生
生
活
を
希

望
を
も
っ
て
過
ご
し
、
充
実
し
た
も

の
に
す
る
と
宣
言
し
た
。
讃
美
歌
斉

唱
と
後

奏
を
も

っ
て
入

学
式
を

終
了
し

た
。

長
崎
外
国
語
短
期
大
学
（
英
語

学
科
）
は
次
年
度
か
ら
学
生
募
集

を
停
止
し
、
平
成
二
十
三
年
三
月

を
も
っ
て
短
期
大
学
の
長
い
歴
史

に
幕
を
降
ろ
す
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。短

期
大
学
は
、
前
身
の
長
崎
外

国
語
学
校
を
母
体
に
昭
和
二
十
五

年
（
一
九
五
〇
年
）
に
創
設
さ
れ
、

実
に
五
十
八
年
の
歴
史
と
伝
統
を

誇
っ
て
い
ま
す
。
卒
業
生
の
数
は

一
万
人
を
越
え
、
幾
多
の
有
為
な

人
材
を
世
に
送
り
出
し
て
き
ま
し

た
。し

か
し
、
一
方
で
は
少
子
化
に

よ
る
十
八
歳
人
口
の
減
少
、
他
方

で
は
時
代
の
趨
勢
に
よ
る
四
年
制

大
学
志
向
の
高
ま
り
が
原
因
で
、

全
国
的
に
短
期
大
学
の
学
生
確
保

は
困
難
を
極
め
て
い
ま
す
。
平
成

十
九
年
度
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
私

立
短
期
大
学
三
六
五
校
中
二
二
五

校
が
定
員
わ
れ
に
陥
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
間
閉
校
に
至
っ
た
短
期

大
学
も
数
知
れ
ま
せ
ん
。

わ
が
短
期
大
学
も
充
実
し
た
少

人
数
英
語
教
育
や
留
学
・
海
外
研

修
な
ど
を
特
色
と
し
て
種
々
努
力

を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
時

代
の
流
れ
に
は
勝
て
ず
、
こ
の
数

年
極
端
な
定
員
割
れ
の
状
態
が
続

い
て
い
る
と
い
う
の
が
実
情
で

す
。そ

う
い
う
中
で
私
た
ち
は
、
わ

が
大
学
は
関
西
以
西
で
は
唯
一
の

特
色
あ
る
外
国
語
専
門
の
短
期
大

学
で
あ
る
こ
と
、
高
校
サ
イ
ド
や

保
護
者
サ
イ
ド
か
ら
も
一
定
の
強

い
要
望
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
考
慮

し
、
何
と
か
こ
れ
を
維
持
発
展
さ

せ
る
べ
く
努
力
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
ま
こ
と
に
痛
恨
の

極
み
で
す
が
、
そ
の
甲
斐
も
な
く

募
集
停
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
次

第
で
す
。

現
在
在
学
中
の
学
生
に
は
こ
れ

ま
で
以
上
の
充
実
し
た
教
育
を
ほ

ど
こ
し
、
第
五
十
八
期
、
第
五
十

九
期
卒
業
生
と
し
て
、
責
任
を
も

っ
て
世
に
送
り
出
す
覚
悟
で
す
。

短
期
大
学
の
募
集
停
止
に
と
も

な
い
、
併
設
の
長
崎
外
国
語
大
学

に
来
年
度
か
ら
新
た
に
「
現
代
英

語
学
科
」
を
設
け
、
短
期
大
学
の

英
語
教
員
も
ス
タ
ッ
フ
に
加
わ

り
、
現
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
特

色
あ
る
学
科
の
構
築
を
目
指
し
ま

す
。
短
期
大
学
英
語
学
科
の
伝
統

は
不
滅
で
す
。

同
窓
会
は
従
来
ど
お
り
大
学
と

短
大
の
合
同
の
同
窓
会
と
し
て
存

続
し
ま
す
。
卒
業
生
の
皆
様
に
は

今
後
と
も
こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
ご

支
援
を
た
ま
わ
り
、
母
校
の
発
展

を
見
守
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
よ

う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

長
崎
外
国
語
大
学
で
は
、
外
国
語

学
部
に
新
た
に
「
現
代
英
語
学
科
」

を
設
置
し
ま
す
。「
国
際
語
と
し
て

の
英
語
」
に
照
準
を
合
わ
せ
、
高
度

な
実
践
的
英
語
力
の
練
磨
と
グ
ロ
ー

バ
リ
ズ
ム
社
会
に
お
け
る
文
化
的
・

経
済
的
に
多
様
な
可
能
性
や
そ
の
意

義
を
探
求
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
「
国
際
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
」
に
も
新
た
に
韓

国
語
コ
ー
ス
を
設
け
、
現
代
的
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
二
学
科
体
制
を
と
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
大
学
に
お
け
る
理
念

で
あ
る
「
語
学
力
」「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
能
力
」「
人
間
力
」
に
向

け
た
教
育
を
、
よ
り
高
い
次
元
で
達

成
す
る
の
が
目
標
で
す
。（
詳
細
は

次
頁
）

長崎外国語大学・長崎外国語短期大学だより 
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長崎外国語大学　外国語学部 ※学科名称変更届出手続中

（新設）現代英語学科　　　（刷新）国際コミュニケーション学科
かねてより要望の多かった、英語に特化した学科である「現代英語学科」を新設し、リニューアルした「国際コミュ

ニケーション学科」と共に２学科体制に生まれ変わりました。
さらに、外国語を学ぶうえで、また、大学生・社会人として非常に重要な日本語力をブラッシュアップする「日本語

リテラシー教育」や「専門教育プログラム」、高度な企画力と実践力を育成する「プロジェクト」、単なる語学留学にと
どまらない国内有数の「留学制度」を備えている他、専任のアドバイザーが、学生一人ひとりをサポートする、本当の
意味での少人数教育を実現し、世界のさまざまなシーンで通用する語学力と人間力、そして、コミュニケーション能力
を育成します。

■ 現代英語学科
21世紀の最も大きな潮流の１つは「グローバリズム」

です。世界経済や科学技術、文化において国境は意味を
失いつつあります。この潮流の根幹をなすコミュニケー
ションの手段は「国際語としての英語」です。この学科
ではそこに照準を合わせ、高度な実践的英語力の練磨と
グローバリズム世界における文化的・経済的な多様な可
能性や意義を探求します。

■ 国際コミュニケーション学科
21世紀の最も大きなもう１つの潮流はグローバリズム

に対する「ローカリズム」です。この学科では、言語・
民族・宗教・社会体制を異にする国々や人々が文化的・
政治的な障壁を越えて、どのようにして共存共栄を図る
かという「多文化共生」に照準を合わせ、ドイツ、フラ
ンスを中心とするヨーロッパ・EU文化圏、中国・韓国を
中心とするアジア文化圏の言語と社会、文化を学び、さ
らに日本語を学ぶ留学生と共同して多文化共生の多様な
可能性や意義を探求します。

長崎外国語大学は、2009年から新しく生まれ変わります。長崎外国語大学は、2009年から新しく生まれ変わります。

新学科構想
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長
崎
外
国
語
大
学
・
長
崎
外
国
語
短
期

大
学
保
護
者
会
（
略
称
「
長
崎
外
大
保
護

者
会
」）
は
、
昨
年
六
月
二
十
三
日
に
発
足

し
、
早
や
一
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
保
護
者
会
は
、
学
生
の
福
利
厚
生
に

関
す
る
事
業
を
支
援
し
、
大
学
と
の
情
報

交
換
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
密
に
し
て
大

学
・
短
期
大
学
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
、
事
業
計
画
及
び
予
算
案
の

下
に
、
理
事
会
が
中
心
に
な
っ
て
運
営
さ

れ
ま
し
た
。

二
〇
〇
七
年
度
に
お
い
て
は
、
理
事
会

は
、
第
一
回
七
月
二
十
八
日
、
第
二
回
十

一
月
三
日
、
第
三
回
二
月
十
六
日
に
、
い

ず
れ
も
大
学
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
理
事

会
で
は
①
設
立
総
会
・
理
事
会
議
事
録
承

認
、
②
事
業
計
画
の
実
施
（
賛
助
会
員
加

入
申
込
、地
区
別
保
護
者
懇
談
会
の
運
営
）、

③
予
算
の
執
行
・
会
計
中
間
報
告
、
④
学

生
奨
励
金
制
度
の
運
用
、
⑤
保
護
者
会
運

営
に
関
す
る
全
般
的
な
事
項
、
⑥
二
〇
〇

八
年
度
定
期
総
会
関
連
事
項
等
に
つ
い
て
、

検
討
、
協
議
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

予
算
面
で
は
正
会
員
の
会
費
納
入
は
約

六
十
％
に
と
ど
ま
り
、
引
き
続
き
会
費
納

入
の
お
願
い
を
続
け
て
い
く
こ
と
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。
賛
助
会
員
は
、
大
学
・
短

期
大
学
の
教
職
員
五
十
四
名
が
加
入
さ
れ

ま
し
た
。
四
名
の
賛
助
会
員
か
ら
寄
付
金

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

事
業
の
中
心
は
学
生
支
援
で
す
が
、
①

九
州
イ
ン
カ
レ
出
場
旅
費
支
援
、
②
学
内

ス
ピ
ー
チ
大
会
参
加
奨
励
賞
支
援
、
③
学

外
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
等
参
加
旅
費
支

援
、
④
課
外
活
動
団
体
活
動
支
援
、
⑤
到

達
目
標
達
成
奨
励
金
授
与
、
⑥
会
長
奨
励

賞
・
会
長
特
別
奨
励
賞
授
与
、
⑦
卒
業
記

念
品
助
成
（
大
学
と
連
携
）
に
つ
い
て
実

施
し
ま
し
た
。
次
年
度
繰
越
を
除
く
総
収

入
の
八
〇
％
が
学
生
支
援
に
充
て
ら
れ
ま

し
た
。
他
の
保
護
者
会
の
活
動
と
し
て
は
、

地
区
別
保
護
者
懇
談
会
運
営
支
援
（
五
地

区
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

五
月
三
十
一
日
に
は
第
一
回
と
な
る
定

期
総
会
が
開
催
さ
れ
、
二
〇
〇
七
年
度
の

活
動
報
告
と
二
〇
〇
八
年
度
の
事
業
計
画

及
び
予
算
が
決
め
ら
れ
る
運
び
と
な
っ
て

い
ま
す
。

保
護
者
の
皆
さ
ん
と
大
学
が
連
携
協
力

し
て
学
生
支
援
を
行
っ
て
い
く
と
い
う
長

崎
外
大
保
護
者
会
の
目
的
を
ご
理
解
い
た

だ
き
、
全
会
員
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
て

報
告
と
し
ま
す
。

学
生
支
援
状
況
一
覧

①
九
州
イ
ン
カ
レ
出
場
旅
費
支
援
四
十

七
名
（
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
十
名
、
女
子

同
七
名
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
十
一
名
、

男
子
サ
ッ
カ
ー
十
九
名
）、
②
参
加
奨
励
費

十
一
名
（
学
内
ス
ペ
イ
ン
語
ス
ピ
ー
チ
大

会
六
名
、
学
内
日
本
語
ス
ピ
ー
チ
・
暗
誦

大
会
五
名
）、
③
学
外
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス

ト
等
参
加
支
援
旅
費
十
一
名
（
九
州
フ
ラ

ン
ス
語
七
名
、
全
国
ス
ペ
イ
ン
語
一
名
、

全
国
ド
イ
ツ
語
三
名
）、
④
課
外
活
動
団
体

支
援
費（
二
十
二
団
体
延
べ
四
百
十
六
名
）、

⑤
目
標
到
達
達
成
奨
励
金
百
三
十
一
名
、

⑥
会
長
奨
励
賞
二
名
に
つ
い
て
、
合
計
延

べ
六
百
十
八
名
に
対
し
て
百
五
十
五
万
九

千
五
百
円
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
卒
業
記
念
品
助
成
を
加
え
て
、
保
護

者
会
か
ら
学
生
支
援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

（
報
告
者
・
文
責：

事
務
局
長
土
井
信
義
）

同
窓
生
の
皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で
し

ょ
う
か
。
日
頃
か
ら
全
国
各
地
で
母
校
の

教
育
・
研
究
の
発
展
の
た
め
ご
協
力
・
ご

支
援
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
を
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
、
こ
こ
で
、
全
国
の
同
窓
生
の
皆

様
方
に
、
慎
ん
で
お
知
ら
せ
と
お
願
い
を

申
し
上
げ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
は
、
長
崎
外
国
語
短
期
大
学
が
、

二
〇
〇
九
年
度
か
ら
募
集
停
止
と
な
る
こ

と
が
決
定
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
近
年
の
短

期
大
学
志
願
者
数
の
全
国
的
な
減
少
傾
向

の
下
、
受
験
生
の
選
択
傾
向
が
大
学
又
は

専
門
学
校
の
方
向
へ
変
化
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。
こ
う
し
た
厳
し
い
環
境
の
下
で
、
短

期
大
学
の
入
学
者
数
が
年
々
低
下
し
て
お

り
、
入
学
定
員
充
足
率
は
六
十
％
前
後
で

低
迷
し
て
い
ま
す
。
こ
の
二
〇
〇
八
年
度

入
学
者
数
は
、
五
十
％
ギ
リ
ギ
リ
の
四
十

名
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
状
況
か
ら
、

将
来
に
お
け
る
短
期
大
学
の
入
学
者
確
保

は
厳
し
く
、
今
般
、
長
崎
外
国
語
短
期
大

学
の
募
集
停
止
に
踏
み
切
ら
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
の
は
、
止
む
を
得
な
い
こ
と
と
言

わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

先
般
、
同
窓
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
理

事
会
、
代
議
員
会
を
そ
れ
ぞ
れ
開
催
し
、

長
崎
学
院
に
お
け
る
ご
判
断
を
冷
静
に
受

け
止
め
、
こ
れ
か
ら
の
同
窓
会
の
運
営
に

つ
い
て
協
議
を
行
い
ま
し
た
。
現
在
の
同

窓
会
員
の
ほ
と
ん
ど
は
短
期
大
学
卒
業
者

で
は
あ
り
ま
す
が
、
大
学
が
新
た
に
開
設

さ
れ
て
か
ら
は
、
大
学
・
短
期
大
学
が
一

つ
の
同
窓
会
と
し
て
運
営
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
今
後
、
短
期
大
学
が
な
く
な
っ
て

も
、
同
窓
会
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
と
同

じ
よ
う
に
全
力
を
上
げ
て
大
学
を
支
援
し

て
い
く
こ
と
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

六
十
年
に
わ
た
り
培
っ
て
き
た
短
期
大

学
の
建
学
の
精
神
と
外
国
語
教
育
の
真
髄

は
、
長
崎
外
国
語
大
学
に
引
き
継
が
れ
、

二
〇
〇
九
年
度
か
ら
の
学
科
再
編
で
「
現

代
英
語
学
科
」
と
「
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
学
科
」
と
し
て
大
き
く
展
開
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
今
後
は
、
六
十
年
を
超
え

る
短
期
大
学
の
伝
統
を
継
承
し
、
新
生
長

崎
外
国
語
大
学
の
発
展
の
た
め
、
力
を
尽

く
し
て
い
く
こ
と
を
誓
い
合
い
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

二
〇
〇
七
年
度

長
崎
外
大
保
護
者
会
活
動
報
告

お
知
ら
せ
と
お
願
い

長
崎
外
国
語
大
学
・

長
崎
外
国
語
短
期
大
学
同
窓
会

会
長
　
吉
　
田
　
親
　
生

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

同
窓
生
の
み
な
さ
ま
へ

ご
登
録
の
住
所
・
連
絡
先
が
変
わ
っ
た
方
は
、

同
窓
会
事
務
局
へ
も
ご
一
報
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

同
窓
会
事
務
局

電
話：

〇
九
五
―
八
四
〇
―
二
〇
一
〇

（
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
も
同
じ
）

E-m
ail:dosokai@

tc.nagasaki-gaigo.ac.jp

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

学
園
祭
（
外
語
祭
）
期
間
中
に
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

デ
ィ
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
詳
し
い
日
程
等
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
随
時
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

企
画
広
報
係

電
話：

〇
九
五
―
八
四
〇
―
二
〇
〇
〇

FA
X
：

〇
九
五
―
八
四
〇
―
二
〇
〇
一

E-m
ail:kikaku@

tc.nagasaki-gaigo.ac.jp



学
校
法
人
長
崎
学
院
が
行
う

教
育
事
業
充
実
の
た
め
の
寄

付
者
名

役
員
・
教
職
員
（
現
・
元
）

宮
E
伸
生
　
五
十
万
円

（
図
書
充
実
）

柴
田
精
三
　
四
十
八
万
円

藤
末
文
夫
　
四
十
万
円

（
二
回
計
）

松
本
汎
人
　
三
十
万
円

（
図
書
充
実
）

池
田
紘
一
　
二
十
万
円

保
護
者

平
川
博
史
　
一
万
円

卒
業
生

福
島
彩
子
　
十
万
円（

敬
称
略
）

一
　
吉
田
雄
之
進
（
前
理
事
）

グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
一
台

二
　
昭
和
三
十
八
年
第
八
回

卒
業
生
他
有
志
（
井
川
清
澄
、

梅
枝
ヨ
ネ
カ
、
沖
崎
千
蔵
、

片
山
伊
勢
男
、
桑
原
清
弘
、

中
山
敏
雄
、
清
水
富
士
夫

（
昭
和
三
十
七
年
第
十
二
回

卒
）、
池
田
紘
一
（
学
長
）

梅
の
木
五
本

三
　
同
窓
会
　
図
書
五
十
冊

相
当

（
敬
称
略
）

ぶ ど う の 樹 第５号（４）２００８年７月１日

昭
和
四
十
一
（
一
九
六
七
）
年
度

第
十
一
回
卒
業
生

播
重
　
豊
さ
ん

堀
口
士
郎
さ
ん

今
回
は
、
約
四
十
年
前
の
短
期
大

学
第
二
部
の
卒
業
生
で
、
そ
れ
ぞ
れ

実
業
界
や
公
務
員
の
世
界
で
活
躍
さ

れ
、
現
在
も
そ
の
経
験
を
活
か
し
社

会
に
寄
与
し
続
け
る
同
級
生
の
お
二

人
に
お
話
を
伺
っ
た
。
今
回
は
、
長

崎
学
院
土
井
事
務
局
長
が
労
働
省
出

身
の
堀
口
氏
と
旧
知
で
あ
っ
た
と
い

う
縁
で
、
鼎
談
形
式
の
座
談
会
と
し
、

学
生
時
代
の
思
い
出
か
ら
大
学
へ
向

け
た
提
言
ま
で
幅
広
い
お
話
を
伺
う

こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
と
き
の
様
子

を
前
後
編
に
分
け
て
紹
介
し
た
い

（
後
編
は
次
号
掲
載
し
ま
す
）。

―
「
第
一
ホ
テ
ル
両
国
」
二
十
五
階

の
レ
ス
ト
ラ
ン
「
さ
く
ら
」
の
一
室

で
取
材
し
ま
し
た
―

〈
前
編
〉

【
近
況
〜
学
生
時
代
の
思
い
出
】

土
井

今
回
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
お
引
き
受
け
い
た
だ
い
て
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

堀
口

四
十
数
年
前
の
卒
業
生

の
が
ん
ば
っ
て
い
る
様
子
が
励

み
に
な
れ
ば
と
い
う
こ
と
で
播

重
さ
ん
を
紹
介
し
ま
し
た
。

土
井

播
重
さ
ん
が
今
の
「
函
館

ど
っ
く
」
に
入
社
さ
れ
た
き
っ
か

け
を
お
教
え
く
だ
さ
い
。

播
重

三
十
六
年
間
三
菱
重
工

に
勤
め
て
い
て
、
そ
の
後
六
十

歳
ま
で
工
作
機
械
輸
出
関
連
の

商
社
に
い
ま
し
た
。
今
の
会
社

へ
は
、
一
年
ほ
ど
就
職
活
動
し

て
、
三
菱
の
先
輩
に
声
を
か
け

ら
れ
て
入
社
し
た
と
い
う
流
れ

で
す
ね
。
現
在
は
、
新
造
船
で

も
修
繕
の
部
門
で
も
好
況
で
、

自
適
に
過
ご
す
つ
も
り
が
と
て

も
忙
し
い
毎
日
で
す
（
笑
）。

堀
口

我
々
が
学
ん
だ
二
部

（
夜
間
部
）
で
は
、
学
生
は
自
分

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
に
通

っ
て
い
ま
し
た
ね
。
三
菱
や
交

通
公
社
、
公
務
員
、
教
職
の
人

が
同
級
生
で
、
播
重
さ
ん
は
入

学
す
る
と
き
の
学
生
代
表
の
挨

拶
を
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

我
々
の
時
代
に
校
旗
作
成
と
い

う
出
来
事
も
あ
り
ま
し
た
（
校

旗
作
成
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
つ

い
て
は
次
項
を
参
照
）。
色
ん
な

友
人
や
異
業
種
の
人
と
知
り
合

え
た
の
が
良
か
っ
た
で
す
ね
。

播
重

本
当
に
そ
う
で
す
。
当

時
の
会
社
は
八
時
始
業
で
午
後

の
四
時
終
業
で
し
た
。
そ
れ
が

終
わ
っ
て
、
夕
飯
も
食
べ
ず
に

学
校
に
行
っ
た
。
九
時
半
く
ら

い
ま
で
講
義
が
あ
っ
て
、
お
腹

が
空
く
こ
と
こ
の
上
な
か
っ
た

で
す
ね
。
そ
れ
が
終
わ
っ
て
仲

間
と
喫
茶
店
で
「
人
生
と
は
何

か
」
な
ん
て
話
を
し
て
い
ま
し

た
よ
。
み
ん
な
で
銅
座
に
飲
み

に
行
っ
た
り
し
て
ね
。
こ
の
時

の
話
が
非
常
に
面
白
か
っ
た
し
、

や
っ
ぱ
り
み
ん
な
色
ん
な
職
場

で
頑
張
っ
て
い
る
の
が
良
く
分

か
っ
た
。
だ
か
ら
い
ま
だ
に
関

係
が
続
い
て
い
ま
す
。

堀
口

定
期
試
験
が
仕
事
の
忙

し
い
時
期
と
重
な
っ
て
ね
。
昼

休
み
喫
茶
店
で
勉
強
し
て
い
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
自
分
が
試
験

で
齷
齪
し
て
い
る
の
に
播
重
さ

ん
や
こ
れ
も
同
期
の
八
木
さ
ん

は
ゆ
っ
た
り
構
え
て
い
る
。
そ

れ
で
経
済
学
の
試
験
で
一
生
懸

命
勉
強
し
て
よ
う
や
く
九
十
五

点
と
っ
た
の
だ
け
れ
ど
、
八
木

さ
ん
は
百
点
（
笑
）。
こ
れ
は
参

っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
か

ら
試
験
後
の
連
休
に
、
播
重
さ

ん
と
八
木
さ
ん
と
今
は
中
華
料

理
屋
を
し
て
い
る
吉
田
さ
ん
の

四
人
で
四
国
一
週
旅
行
を
計
画

し
ま
し
た
。

播
重

で
も
ね
、
泊
ま
っ
た
と

こ
ろ
は
全
部
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
。

夕
食
は
毎
日
ア
ジ
の
フ
ラ
イ
ば

っ
か
り
（
笑
）。
夕
食
の
予
算
を
、

な
る
べ
く
安
価
に
抑
え
な
い
と

い
け
な
い
と
い
う
事
情
で
す
よ

ね
。
節
約
旅
行
で
し
た
け
ど
、

本
当
に
楽
し
い
旅
行
で
し
た
よ
。

堀
口

世
界
が
違
う
人
と
話
す

楽
し
さ
や
自
分
を
啓
発
す
る
こ

と
の
喜
び
が
あ
り
ま
し
た
ね
。

校
旗
作
製
運
動
の
原
稿
の
件
で

八
木
さ
ん
に
確
認
し
て
も
ら
っ

た
ら
電
話
が
あ
っ
て
、
概
ね
こ

の
通
り
で
よ
い
け
れ
ど
、
今
も

そ
の
と
き
の
仲
間
で
友
達
づ
き

あ
い
が
続
い
て
い
る
と
入
れ
て

く
れ
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
校
旗

を
作
製
し
よ
う
と
、
大
卒
初
任

給
二
万
円
の
時
代
に
、
二
部
学

生
の
全
員
分
と
一
部
学
生
の
半

分
か
ら
七
万
円
集
め
た
ら
、
大

学
側
が
動
い
て
く
れ
た
。
と
も

か
く
も
二
部
生
の
連
帯
の
強
さ

を
感
じ
た
し
、
こ
の
運
動
で
二

十
周
年
だ
と
い
う
雰
囲
気
に
し

た
と
い
う
の
は
あ
り
ま
し
た
ね
。

土
井

長
い
歴
史
の
中
の
そ
う

い
う
出
来
事
を
、
き
ち
ん
と
す

く
い
上
げ
て
お
き
た
い
で
す
ね
。

堀
口

自
分
の
能
力
の
限
界
を

感
じ
る
と
き
に
、
外
語
短
大
で

学
ん
だ
仲
間
の
活
躍
が
耳
に

堀口さん（左）と播重さん（右）

あ
の
人
は
今

あ
の
人
は
今 

あ
の
人
は
今 

二
〇
〇
七
年
度
寄
付
・

寄
贈
者
名
簿

物
品
等
寄
贈
者
名
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入
っ
て
く
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
播
重
さ
ん
か
ら
年
賀
状
を
、

八
木
さ
ん
が
ブ
ラ
ジ
ル
に
い
る

と
き
に
手
紙
を
も
ら
っ
た
り
ね
。

長
崎
と
い
う
地
か
ら
、
お
互
い

に
広
い
国
際
的
な
形
で
が
ん
ば

っ
て
い
る
の
が
分
か
っ
て
励
み

に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

【
海
外
勤
務
時
代
（
播
重
さ
ん
）】

堀
口

播
重
さ
ん
の
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
時
代
の
こ
と
を
話
し
て
よ
。

播
重

当
時
一
九
七
〇
年
頃
の

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
勤
務
は
、
か
な

り
ハ
ー
ド
な
仕
事
で
し
た
。
フ

ァ
ク
シ
ミ
リ
も
な
く
て
、
通
信

手
段
は
テ
レ
ッ
ク
ス
。
日
本
と

の
時
差
十
四
時
間
、
退
社
が
深

夜
に
な
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で

し
た
。
前
任
者
は
魚
津
出
身
の

甲
子
園
に
出
場
し
た
剛
健
な
元

高
校
球
児
で
、
そ
れ
だ
け
体
力

が
必
要
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で

す
。
そ
の
次
の
要
員
と
い
っ
て

全
体
に
募
集
が
か
か
り
、
一
番

に
手
を
挙
げ
た
。
二
十
五
歳
の

時
で
し
た
。
僅
か
二
年
間
で
、

仕
事
は
ハ
ー
ド
だ
っ
た
け
ど
若

か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
と
て

も
楽
し
か
っ
た
で
す
ね
。
造
船

が
好
況
の
と
き
で
し
た
。

堀
口

一
度
帰
国
し
た
と
き
に

話
し
た
け
ど
、
楽
し
い
楽
し
い

と
言
っ
て
い
た
ね
。

播
重

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
は
小
さ

い
島
だ
け
ど
、
四
十
年
前
に
も

一
九
六
五
年
（
昭
和
四
十
年
）

十
二
月
の
校
旗
制
定
は
、
画
期

を
な
す
一
コ
マ
だ
と
思
い
ま

す
。
い
ま
、「
ス
リ
ー
Ｖ
」
が

燦
然
と
輝
く
校
旗
は
大
学
の
シ

ン
ボ
ル
と
な
り
、
大
学
で
学

び
・
巣
立
っ
て
い
く
学
生
た
ち

の
人
生
の
道
し
る
べ
と
し
て
、

そ
の
生
命
力
を
発
揮
し
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

校
旗
作
製
の
ド
ラ
マ
で
忘
れ

ら
れ
な
い
の
は
、
卒
業
後
病
の

た
め
に
若
く
し
て
お
亡
く
な
り

に
な
っ
た
山
本
杲
さ
ん
の
情
熱

で
す
。
山
本
さ
ん
は
、
伊
木
力

町
で
ミ
カ
ン
農
家
を
経
営
し
な

が
ら
、
三
十
才
を
過
ぎ
て
入
学

さ
れ
た
方
で
す
が
、
茫
洋
と
し

た
包
容
力
で
ま
わ
り
の
人
を
引

き
つ
け
る
魅
力
を
持
っ
て
い
ま

し
た
。
山
本
さ
ん
は
自
治
会
役

員
の
藤
田
さ
ん
た
ち
と
、
校
旗

作
製
の
必
要
性
を
学
生
た
ち
に

呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。
当
初
、

大
学
側
は
消
極
的
な
姿
勢
で
、

難
し
い
状
況
が
あ
り
ま
し
た

が
、
二
部
の
自
治
会
総
会
で

「
校
旗
作
成
推
進
委
員
会
」
を

置
く
こ
と
が
決
定
さ
れ
、
私
も

そ
の
一
員
に
な
り
ま
し
た
。
住

吉
電
停
前
の
喫
茶
店
や
銅
座
の

大
衆
居
酒
屋
に
集
ま
り
友
情
を

深
め
あ
う
な
か
で
、
校
旗
作
製

の
議
論
を
重
ね
ま
し
た
。
そ
し

て
、
新
た
に
自
治
会
長
に
選
任

さ
れ
た
八
木
さ
ん
を
中
心
に
、

一
部
（
昼
間
部
）
生
に
校
旗
作

製
の
意
義
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。
一
部
の
自
治
会
長
は
私
の

高
校
の
同
級
生
で
強
い
リ
ー
ダ

シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
い
た
中
川

さ
ん
で
し
た
。
両
自
治
会
長
の

人
柄
と
努
力
も
あ
り
、
部
を
超

え
て
信
頼
と
交
流
が
深
ま
る
な

か
で
、
校
旗
作
製
に
向
け
た
機

運
が
高
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。

ま
た
、
作
製
費
用
の
捻
出
は
難

し
い
問
題
で
し
た
が
、
目
標
を

十
万
円
に
設
定
、
一
人
七
百
円

の
拠
出
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

当
時
の
大
卒
初
任
給
が
約
二
万

三
千
円
、
新
聞
購
読
料
が
一
ヶ

月
五
百
八
十
円
と
い
う
時
代
で

し
た
。
約
七
万
円
の
浄
財
が
集

ま
っ
た
頃
、
大
学
か
ら
「
大
学

と
し
て
作
製
す
る
」
と
の
態
度

表
明
が
あ
り
、
私
た
ち
は
い
き

な
り
の
表
明
に
び
っ
く
り
し
な

が
ら
も
、
集
め
た
浄
財
は
大
学

側
に
贈
呈
し
ま
し
た
。
大
学
は

あ
わ
せ
て
校
章
と
校
歌
も
制

定
、
出
来
上
が
っ
た
校
旗
は
す

ば
ら
し
い
も
の
で
し
た
。
落
ち

着
い
た
色
彩
、
「
ス
リ
ー
Ｖ
」

の
荘
厳
さ
、
国
際
人
の
育
成
を

め
ざ
す
大
学
に
ぴ
っ
た
り
の

「V
IA
V
ER
ITA
S
V
ITA

」
の
教

え
な
ど
、
想
像
を
は
る
か
に
こ

え
る
出
来
映
え
に
、
大
き
な
感

動
を
覚
え
た
も
の
で
す
。

い
ま
思
う
と
、
私
た
ち
の
運

動
は
未
熟
な
若
さ
の
発
露
だ
っ

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
二
部
生
の
大
学
を
愛
す
る

が
ゆ
え
の
情
熱
が
全
学
生
の
世

論
と
な
り
、
大
学
を
動
か
し
た

の
だ
と
思
い
ま
す
。
校
旗
の
作

製
に
関
わ
り
、
情
熱
と
魅
力
を

持
っ
た
仲
間
た
ち
と
出
会
い
、

信
頼
と
友
情
を
育
む
こ
と
が
出

来
た
の
は
、
私
の
誇
り
で
あ
り

大
き
な
財
産
で
す
。
あ
の
時
、

校
旗
作
成
に
取
り
組
ん
だ
仲
間

と
は
、
四
十
年
経
っ
た
今
で
も

脈
々
と
交
遊
が
続
い
て
い
ま

す
。

（
こ
の
記
事
は
堀
口
さ
ん
に
よ

る
六
十
周
年
記
念
誌
用
の
原
稿

を
も
と
に
企
画
広
報
係
が
編
集

し
て
掲
載
し
ま
し
た
）

う
百
二
十
も
の
日
本
食
屋
が
あ

っ
た
。
肉
は
た
く
さ
ん
食
べ
ら

れ
る
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
い

る
二
年
二
ヶ
月
で
十
キ
ロ
も
太

り
ま
し
た
（
笑
）。

堀
口

退
職
す
る
前
も
し
ば
ら

く
海
外
に
い
た
け
ど
、
バ
ン
コ

ク
に
半
年
く
ら
い
だ
っ
た
か
な
。

播
重

そ
こ
か
ら
す
ぐ
に
ク
ア

ラ
ル
ン
プ
ー
ル
に
異
動
し
ま
し

た
よ
。
退
職
前
十
年
間
は
工
作

機
械
の
輸
出
の
仕
事
を
し
て
い

ま
し
た
。
そ
の
頃
、
ア
ジ
ア
危

機
ま
で
は
ア
ジ
ア
経
済
は
と
て

も
伸
び
て
い
て
、
マ
レ
ー
シ
ア
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
も
の
す
ご
く

機
械
が
売
れ
ま
し
た
。

堀
口

仕
事
の
中
で
、
英
語
で

な
く
て
地
元
の
言
葉
を
覚
え
た

り
は
し
な
か
っ
た
？

播
重

バ
ン
コ
ク
に
居
た
当
時
、

私
は
五
十
を
過
ぎ
て
い
て
、
も

う
覚
え
る
気
が
な
か
っ
た
ね

（
笑
）。
タ
イ
の
場
合
英
語
を
し
ゃ

べ
る
人
が
本
当
に
少
な
く
て
ね
。

日
本
か
ら
現
場
に
や
っ
て
く
る
人

は
、
二
年
も
す
る
と
、
英
語
を
使

え
な
い
分
タ
イ
語
が
上
手
く
な

る
。
ま
あ
、
バ
ン
コ
ク
に
は
半
年

く
ら
い
で
、
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル

に
結
局
三
年
間
居
た
ん
だ
け
ど
、

マ
レ
ー
シ
ア
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
テ
リ
ト
リ
ー
で

し
た
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
も
ち
ろ

ん
一
〇
〇
％
英
語
を
話
し
て
く
れ

ま
す
。
で
も
私
が
驚
い
た
の
は
マ

レ
ー
シ
ア
で
、
み
ん
な
英
語
を
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。
小
学
生
の
と

き
か
ら
英
語
習
っ
て
い
る
。
言
葉

に
関
し
て
は
教
育
レ
ベ
ル
が
高
い

と
思
い
ま
し
た
ね
。（

次
号
へ
続
く
）

校
旗
作
製
運
動
の
思
い
出

一
九
六
六
年
　
第
二
部
卒
業

労
働
省
Ｏ
Ｂ
　
千
葉
県
在
住堀

口
士
郎



二
〇
〇
八
年
三
月
十
八
日
、
と
ぎ

つ
カ
ナ
リ
ー
ホ
ー
ル
に
於
い
て
平
成

十
九
年
度
第
四
回
長
崎
外
国
語
大

学
、
第
五
十
七
回
長
崎
外
国
語
短
期

大
学
卒
業
証
書
・
学
位
記
授
与
式
を

挙
行
い
た
し
ま
し
た
。
式
で
は
卒
業

生
全
員
の
名
前
を
読
み
上
げ
、
各
コ

ー
ス
・
ク
ラ
ス
の
代
表
に
学
長
か
ら

卒
業
証
書
・
学
位
記
を
授
与
し
ま
し

た
。
在
校
生
代
表
の
送
辞
で
は
、
学

生
生
活
で
は
先
輩
方
を
目
標
と
し
て

頑
張
っ
て
き
た
こ
と
、
そ
し
て
今
後

は
自
分
た
ち
が
伝
統
を
引
き
継
い
で

い
く
決
意
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。卒
業
生
代
表
の
答
辞
で
は
、

大
学
四
年
間
あ
る
い
は
短
期
大
学
二

年
間
の
大
学
生
活
を
支
え
て
く
れ
た

両
親
や
先
生
方
へ
の
感
謝
の
言
葉

と
、
本
学
で

培
っ
た
知
識

や
経
験
を
生

か
し
今
後
さ

ら
に
精
進
し

て
い
き
た
い

と
の
抱
負
が

述
べ
ら
れ
ま

し
た
。
卒
業

式
終
了
後
は
場
所
を
ベ
ス
ト
ウ
ェ
ス

タ
ン
プ
レ
ミ
ア
ホ
テ
ル
長
崎
へ
移

し
、卒
業
パ
ー
テ
ィ
を
行
い
ま
し
た
。

パ
ー
テ
ィ
で
は
外
大
ワ
イ
ン
も
振
る

舞
わ
れ
、
フ
ラ
メ
ン
コ
部
の
特
別
出

演
で
会
場
が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

ま
た
匿
名
希
望
の
有
志
か
ら
卒
業
生

全
員
に
ケ
ー
キ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ

り
盛
会
の
う
ち
に
終
了
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
厚
情
に
深

く
感
謝
い
た
し
ま
す
と
共
に
、
卒
業

生
の
今
後
の
ご
活
躍
と
ご
健
康
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

（
学
生
支
援
室
学
生
係
）

ぶ ど う の 樹 第５号（６）２００８年７月１日

中
国
語
コ
ン
ク
ー
ル

中
国
語
コ
ー
ス
は
学
外
で
の
ス
ピ

ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
に
積
極
的
に
参
加

し
て
賞
を
総
な
め
に
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
中
国
語
の
世
界
大
会
の
予
選

で
あ
る
「
五
星
奨
全
西
日
本
大
学
生

中
国
語
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
、
福
田
知

世
さ
ん
が
　
暗
誦
二
部
　
第
二
位

副
賞
　
天
津
師
範
大
学
半
年
留
学
、

福
島
彩
子
さ
ん
が
　
ス
ピ
ー
チ
　
第

二
位
　
特
別
賞
　
日
本
代
表
と
し
て

世
界
大
会
出
場
権
を
得
ま
し
た
。

次
に
「
長
崎
純
心
大
学
　
第
六
回

中
国
語
暗
唱
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
、

初
級優

秀
賞
　
大
村
有
香

優
良
賞
　
中
尾
有
実
子

長
崎
市
長
賞
　
森
下
美
穂

長
崎
純
心
大
学
学
長
賞
　
平
岡
大
紀

上
級最

優
秀
賞
　
西
山
貴
子

優
秀
賞
　
新
留
修
一

中
国
駐
長
崎
総
領
事
賞
　
釘
尾
さ
と
み

と
、
素
晴
ら
し
い
成
績
を
お
さ
め
て

い
ま
す
。

ま
た
「
県
中
国
語
コ
ン
ク
ー
ル
」

で
は
、

上
級

最
優
秀
賞
　
新
留
修
一
　

優
秀
賞
　
畠
山
靖
子

特
別
賞
　
西
山
貴
子

初
級優

秀
賞
　
平
岡
大
紀

と
い
う
風
に
こ
れ
も
ま
た
見
事
な

受
賞
で
す
。

漢
語
橋
出
場

漢
語
橋
と
い
う
の
は
中
国
の
世
界

大
会
で
、
い
わ
ば
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

よ
う
な
も
の
で
す
。
毎
年
数
十
カ
国

で
予
選
が
行
わ
れ
、
数
十
万
人
の
予

選
参
加
者
か
ら
約
百
人
の
代
表
が
選

ば
れ
、
中
国
に
招
か
れ
て
本
選
を
争

い
ま
す
。
二
〇
〇
七
年
度
は
本
学
の

福
島
彩
子
さ
ん
が
そ
の
中
の
一
人
と

し
て
参
加
し
ま
し
た
。
ス
ピ
ー
チ
の

み
で
な
く
、
あ
ら
か
じ
め
用
意
さ
れ

た
膨
大
な

中
国
文
化

の
各
方
面

に
わ
た
る

ク
イ
ズ
に

正
答
し
な

け
れ
ば
な

り

ま

せ

ん
。
こ
の

ク
イ
ズ
対

策
は
か
な
り
の
労
力
を
つ
ぎ
こ
み
ま

し
た
。
ま
た
文
芸
に
も
何
か
特
技
が

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
福
島
さ
ん

は
「
茉
莉
花
」
と
い
う
歌
を
歌
い
ま

し
た
。
歌
の
レ
ッ
ス
ン
も
熱
心
に
行

っ
て
い
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
入
賞

は
果
た
せ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
彼
女

が
頑
張
っ
た
お
か
げ
で
今
年
の
推
薦

枠
を
一
名
本
学
が
得
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
と
い
う
の
も
今
年
は
ス
ポ

ー
ツ
の
方
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
中
国

で
開
催
さ
れ
る
の
で
、「
漢
語
橋
」

は
例
年
の
夏
休
み
か
ら
六
月
〜
七
月

に
前
倒
し
と
な
り
、
予
選
が
間
に
合

わ
な
い
の
で
推
薦
と
な
っ
た
た
め
で

す
。
二
年
連
続
世
界
大
会
出
場
と
な

り
、
大
変
名
誉
な
こ
と
と
な
り
ま
す
。

今
年
は
西
山
貴
子
さ
ん
が
参
加
し
ま

す
。
中
国
の
民
族
楽
器
が
吹
け
る
の

で
「
才
芸
」
部
門
に
は
自
信
が
あ
る

よ
う
で
す
。
ま
た
今
年
は
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
方
式
で
戦
う
の
で
、
お
も
し
ろ

い
展
開
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
福
島
さ

ん
の
健
闘
を
称
え
る
と
と
も
に
、
西

山
さ
ん
の
活
躍
を
祈
り
ま
す
。

（
コ
ー
ス
主
任
　
三
枝
裕
美
）

二
〇
〇
八
年
度
関
西
フ
ラ
ン
コ
フ
ォ
ニ
ー
祭

第
四
回
フ
ラ
ン
ス
語
弁
論
大
会

毎
年
、
三
月
二
十
日
は
フ
ラ
ン
コ

フ
ォ
ニ
ー
の
日
と
定
め
ら
れ
、
世
界

中
で
こ
の
日
を
皮
切
り
に
、
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
、
展
覧
会
や

フ
ラ
ン
ス
語
の
映
画
上
映
会
な
ど

様
々
な
催
し
が
行
わ
れ
ま
す
。
大
阪

で
は
四
年
前
か
ら
、
関
西
フ
ラ
ン
コ

フ
ォ
ニ
ー
祭
実
行
委
員
会
の
主
催

で
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
行
事
と
し
て
、

フ
ラ
ン
ス
語
弁
論
大
会
が
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。
本
学
の
学
生
は
、
第
二

回
目
か
ら
参
加
を
し
て
お
り
、
第
二

回
、
第
三
回
と
優
勝
を
勝
ち
取
っ
て

い
ま
す
。
第
四
回
の
今
年
は
、
本
学

か
ら
二
名
の
学
生
が
出
場
し
ま
し

た
。
そ
の
一
人
、
山
城
知
里
さ
ん
は

「
駅
で
の
出
会
い
」
と
言
う
テ
ー
マ

で
、
留
学
し
て
い
た
ア
ン
ジ
ェ
の
小

さ
な
駅
で
の
た
く
さ
ん
の
人
々
と
の

出
会
い
と
、
そ
こ
で
知
り
合
っ
た
友

達
と
の
現
在
に
つ
な
が
る
交
流
の
話

を
し
て
、
見
事
三
位
に
入
賞
し
ま
し

た
。
彼
女
の
レ
ポ
ー
ト
に
よ
る
と
、

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
参
加
し
て
、
フ

ラ
ン
ス
語
を
思
い
っ
き
り
話
す
機
会

が
持
て
た

こ
と
が
嬉

し
か
っ
た

そ

う

で

す
。
審
査

員
の
先
生

た
ち
も
優

し
か
っ
た

そ
う
で
、

質
疑
応
答

に
も
自
然

に
答
え
る
こ
と
が
で
き
た
そ
う
で

す
。
も
う
一
人
の
出
場
者
荒
木
裕
子

さ
ん
は
ツ
ア
ー
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
と
し

て
働
い
た
経
験
を
話
し
ま
し
た
が
、

フ
ラ
ン
コ
フ
ォ
ニ
ー
に
関
連
す
る
テ

ー
マ
を
扱
っ
た
ス
ピ
ー
チ
の
方
が
内

容
的
に
評
価
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
結

果
は
と
も
か
く
、
コ
ン
ク
ー
ル
に
出

場
す
る
た
め
に
は
、
内
容
を
ま
と
め

る
だ
け
で
な
く
、
練
習
を
す
る
時
間

も
必
要
で
す
の
で
、
出
場
す
る
こ
と

に
大
き
な
意
義
が
あ
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。
本
学
の
学
生
に
は
、
今
後
と

も
、
勇
気
を
出
し
て
参
加
を
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

（
コ
ー
ス
主
任
　
阿
南
婦
美
代
）

小
西
哲
郎

「
兄
弟
た
ち
、
…
…
」（
ロ
ー
マ
の
信

徒
へ
の
手
紙
一
章
一
三
節
他
）

「
文
明
は
進
歩
し
す
ぎ
た
。
一
九
五
〇

年
頃
の
水
準
に
戻
せ
な
い
か
。」
鈴
木
孝

夫
慶
大
名
誉
教
授
を
囲
ん
で
の
懇
談
会

（
〇
四
年
十
月
一
日
、
於
本
学
）
の
席
上

で
な
さ
れ
た
同
趣
旨
の
述
懐
が
印
象
的
で

し
た
。
聖
書
の
英
語
訳
に
つ
い
て
ぼ
く
も

同
じ
よ
う
な
思
い
を
持
っ
て
い
た
か
ら
で

す
。例

え
ば
こ
の
「
兄
弟
た
ち
」（
男
性
形
）

と
い
う
ギ
リ
シ
ャ
語
は
、
学
問
的
に
今
も

っ
と
も
信
頼
で
き
る
英
語
訳
Ｒ
Ｓ
Ｖ
（
一

九
五
二
年
）
で
はbrethren

で
す
が
、
そ

の
改
訂
版
Ｎ
Ｒ
Ｓ
Ｖ
（
一
九
八
九
年
）
で

はbrothers
and
sisters

に
。
同
様
に
、
世

界
聖
書
協
会
が
翻
訳
・
出
版
し
た
Ｔ
Ｅ
Ｖ

（
Ｇ
Ｎ
Ｔ
）
初
版
（
一
九
七
六
年
）
で

brothers

だ
っ
た
こ
の
語
が
、
そ
の
第
二

版
（
一
九
九
二
年
）
で
は
何
とfriends

に

替
え
ら
れ
ま
し
た
。
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
影

響
下
に
な
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
改
訂
は
、
パ

ウ
ロ
の
呼
び
か
け
た
対
象
に
は
女
性
も
含

ま
れ
て
い
た
と
の
解
釈
に
よ
り
ま
す
が
、

翻
訳
の
正
確
さ
と
い
う
点
で
は
、
こ
れ
は

い
わ
ゆ
る
歴
史
の
「
逆
コ
ー
ス
」
で
は
な

い
し
ょ
う
か
。

改
憲
論
議
が
近
頃
ま
た
盛
ん
で
す
が
、

こ
の
「
法
則
」
が
正
し
い
と
す
る
と
、
一

九
四
七
年
施
行
の
日
本
国
憲
法
も
ま
だ
ま

だ
捨
て
た
も
ん
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
。

（
学
院
宗
教
主
任
）

聖

書

雑

感

（

五

）

二
〇
〇
七
年
度

卒
業
証
書
・
学
位
記
授
与
式




